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＜本報告書の流れ＞ 

 

再生可能エネルギー導入加速化の必要性
 温室効果ガスの削減  雇用の創出

 エネルギー自給率の向上  地域の活性化

 化石燃料調達に伴う資金流出の抑制  非常時のエネルギー確保

 産業の国際競争力の強化

再生可能エネルギーの導入見込量の推計

 導入ポテンシャルの見直し  推計手法の精緻化

 検討対象の追加  便益の再推計

電力需給調整システムの検討

 再生可能電力大量導入時の課題整理  需給調整システムのあり方

 系統シナリオ定量分析  系統対策費用の見積

再生可能エネルギー導入支援策について

再生可能エネルギー導入拡大のためのロードマップ

非経済障壁の克服について

 震災を踏まえた課題抽出  非経済障壁を除くための施策

 再生可能エネルギー電力の固定価格買取  再生可能エネルギー熱の支援策

 固定買取価格設定と価格調整の考え方  グリーン熱証書

 回避可能原価の考え方と費用負担

 

 

 



 

 

＜本報告書の位置付け＞ 

昨年度のエネルギー供給 WG では、一昨年度のロードマップを基に、更に以下の検討課

題に焦点を当てて検討を行い、それらの検討結果を踏まえロードマップの見直しを行った。 

・固定価格買取制度の具体的な設計 

・買取制度設計案等を踏まえた再生可能エネルギーの導入見込量の精査 

・地域における再生可能エネルギービジネス普及拡大方策 

・再生可能エネルギーの導入拡大を支え次世代ネットワーク 

 

今年度の調査では、東日本大震災、原発事故を受けて、エネルギー政策は白紙からの見直

しがなされていることを踏まえ、今年度は以下の点を検討のポイントとした。なお、検討体

制としては、環境省の委託先検討会として「低炭素社会構築に向けた再生可能エネルギー普

及拡大方策等検討会」を設置し、更に同検討会の下に作業グループとして「再エネ導入量・

需給調整方策検討作業グループ」を設置して検討を行った。 

 

1. 地球温暖化対策の観点から、原子力発電への依存度を低減したシナリオを想定し、長

期的な温室効果ガス排出目標（80％減）の達成を目指す観点から、以下の追加的検討

を行った。 

① 従来から対象としていた再生可能エネルギーについて、導入ポテンシャル

を更に引き上げることが可能か検討を行った。 

② 従前、検討していなかった海洋エネルギー及び地中熱利用について検討対

象に加え検討を行った。 

③ 再生可能エネルギー電力は、出力が安定している中小水力、地熱、バイオ

マスと、地域偏在性の少ない太陽光は 2050 年でポテンシャルを最大限顕在化さ

せることを目標とし、風力は地域の偏在性を考慮した導入見込量を検討した。 

④ 熱需要に対しては再生可能エネルギーによって得られる熱をそのまま使

うことを基本として、最大限の導入見込量を検討した。 

 

2. 日照や風況によって出力が変動する太陽光及び風力を２０３０年に大量に導入した

場合の電力系統への影響について、震災後に公開された電力需要等の情報をもとに、

地域ブロック単位での運用を想定して需給バランス・調整力バランスを検証し、電力

需給調整システムのあり方を検討した。 

3. 電気事業者による再生可能エネルギー電気の調達に関する特別措置法の成立を受け

た買取制度の運用方法、再生可能エネルギー熱の支援策、非経済障壁の克服のための

施策を検討した。 

4. 上記の検討を踏まえ、選択肢の素案の検討を行った。 



 

 

＜各章の概要＞ 

1． 再生可能エネルギー導入加速化の必要性など 

再生可能エネルギー導入によるメリットには、地球温暖化対策に関する係るグローバルな

ものから、エネルギー自給率の向上や化石燃料調達資金の削減等の我が国のエネルギー政策

に関する係るもの、産業の国際競争力の強化等の我が国の産業政策に関する係るもの、また

雇用の創出や地域の活性化、非常時のエネルギー確保等のローカルなものまで、非常に多岐

にわたることを整理した上で、再生可能エネルギーの導入加速化の必要性を明らかにした。 

 

2． 再生可能エネルギーの導入見込量 

低位、中位、高位の３ケースを想定して、2050 年の導入見込量を推計した。導入地点に

よってコストが大きく変わりうる再生可能エネルギー（中小水力、地熱、バイオマス、風力）

と大きくは左右されない太陽光発電の 2 つに分けて推計を行った。 

前者については、東日本大震災以前の資源エネルギー庁推計値を低位ケース、2050 年時

点で導入ポテンシャルを最大限顕在化させる場合を高位ケース、その中間値を中位ケースと

想定した。後者については、2020～30 年は設置者に対する支援レベルとして、低位（IRR6%

相当）、中位（IRR8%相当）、高位（IRR10%相当）を想定し推計し、2050 年はポテンシャ

ルを最大限発揮するものとした。なお、再生可能電力の買取価格は、再生可能エネルギー発

電事業者が導入を進めるインセンティブを持てる水準かつ普及の継続的な拡大を阻害しな

い水準として、2020 年時点の導入量に対して IRR8%を満たす価格とした。 

また、2020 年時点での再生可能エネルギー導入がもたらす便益についても定量評価を行

った。 

更に、海洋エネルギー、太陽熱利用、及び地中熱利用についても今年度新たに導入見込量

を推計した。 

 

3． 電力需給調整システムについての検討 

再生可能エネルギー電源の大量導入を実現するためには、1 時間レベルでの需給バランス

および短周期変動に対する調整力の両者を確保する必要があるが、「系統対策なしで太陽光

と風力がどこまで入るか」、「系統対策が必要となった場合、いかに安価な対策費用で導入を

進められるか」といった視点から、再生可能エネルギーの導入制約を検討し、再生可能エネ

ルギーの導入に応じた系統対策シナリオを定量的に評価した。 

具体的には、今年度の検討の中で数理モデルを構築し、再生可能電源出力控除後の系統負

荷に対して、原子力、一般水力、火力による負荷配分を実施し、1 時間レベルでの需給バラ

ンス、短周期変動に対する調整力の確保状況を検証した。火力の運用改善のみでは需給バラ

ンス・調整力が確保できない場合には、需要能動化、揚水発電の利用、再生可能電源出力抑

制の順に対策を実施することも考慮した。結果、需給バランスおよび調整力の確保対策とし

て、連系線の活用による一体運用は大きなポテンシャルを有すること、需要の能動化、揚水

発電の積極活用により、再生可能電源の出力抑制の必要量を低減すること等を明らかにした。 

 



 

 

4． 再生可能エネルギー導入支援策 

再生可能エネルギーの導入支援策として、再生可能電力に対する固定価格買取制度の詳細、

具体的には再生可能電力の 2020 年の導入見込量の達成に必要な買取価格を、低位・中位・

高位ケースのそれぞれの場合について明らかにした。また、発電コストの低減や導入量実績

といった状況変化を考慮した買取価格更新の仕組み、回避可能原価の計算方法、CO2 削減

価値の扱い、需要家負担額の推計を行った。 

また、再生可能エネルギー熱に対する支援施策として、主な支援施策のあり方の整理及び

既存の事例の分析等を行った上で、グリーン熱証書の活用、特に市場創出に向けた制度オプ

ションの整理検討を行った。 

更に、昨年度のエネルギー供給 WG のロードマップのうち、「再生可能エネルギーの普及

段階に応じた社会システムの変革のための施策」及び「次世代のエネルギー供給インフラの

整備の推進」にある各項目ごとに、東日本大震災を踏まえた非経済障壁に関する課題を整理

し、これら課題を克服するための施策を検討した。 

 

5． ロードマップの改訂 

1.～4.の検討内容を踏まえ、昨年度策定したエネルギー供給ロードマップ対して、必要な

見直しを行った。また、ロードマップの実現に向けた課題を整理するとともに、エネルギー

供給全体として検討すべき課題についても言及した。 
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